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5.2 清掃、消毒

清掃および消毒作業は、必ず装置の電源を切ってから実施してください。

電源を入れたまま実施すると、装置が誤動作したり、意図しない動作をした

りするおそれがあります。

また、消毒作業後に電源を入れるときは、検査室内を十分に換気してくださ

い。

必ず清掃および消毒作業を定期的に実施してください。

装置を清潔および安全に使用するために、清掃および消毒は大変重要です。

定められた方法で確実に実施してください。

使用後は、必ず清掃および消毒作業を実施して、装置を清潔に保ってくださ

い。

清掃するときは、装置に直接、消毒剤やクリーナー、水をかけたり、噴霧し

たりせず、表面を消毒剤やクリーナーで軽く湿らせた布を使用して、患者な

どと接触する面を拭き取ってください。消毒剤を布に染み込ませ過ぎると、

清掃中に内部の電子部品に液体がかかるおそれがあり、故障や誤動作の原因

になります。

面積線量計（オプション）を清掃するときは、中性洗剤を浸した布をよく絞

り、表面を拭き取ってください。

有機溶剤は使用しないでください。

有機溶剤を使用すると変色の原因になります。付着したときはすぐに拭き

取ってください。
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タッチパネルモニターを清掃および消毒するときは、以下に注意してくださ

い。

• タッチパネルモニターの表面は傷つきやすいので、硬いものでこすった

り、たたいたりしないでください。

• タッチパネルモニターの表面にほこりがついたときは、柔らかい布を湿

らせて軽く拭き取ってください。

以下の消毒剤を使用してください。

• 消毒用アルコール

以下の消毒剤は使用しないでください。

以下の消毒剤を使用したときは、装置の性能および安全を保証できません。

• 塩素系消毒剤

• 金属、プラスチック、 ゴム、または塗装を腐食する消毒剤

• 金属、プラスチック、 ゴム、または塗装に不向きな消毒剤

• スプレーガスタイプの消毒剤

• 揮発性のある消毒剤

• 装置の内部に入り込むおそれのある消毒剤
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消毒剤の使用は最小限にとどめてください。

長期間の消毒によって外装に退色やひび割れなどの障害が発生したり、ゴム

やプラスチックなどの樹脂が劣化したりすることがあります。

消毒によって装置に変化が現れたときは、すぐに装置の使用を中止し、当社

サービス担当店に修理を依頼してください。

コリメータの十字線表示板およびタッチパネルモニターには消毒用アルコー

ルは使用しないでください。

消毒用アルコールが付着すると変形したりひび割れが生じたりするおそれが

あります。付着したときはすぐに拭き取ってください。

コリメータの十字線表示板およびタッチパネルモニターについては、有機溶

剤が含まれていない中性洗剤を水またはぬるま湯で薄め、布に染み込ませて

から拭き取ってください。

消毒用アルコールや有機溶剤、中性洗剤が付着すると、変形したりひび割れ

などが生じたりするおそれがあります。付着したときはすぐに拭き取ってく

ださい。

• シンナーなどの有機溶剤は絶対に使用しないでください。ただし、消毒用アル

コール（ただし 80％未満に限り）は使用しても問題ありません。

• フィルム現像用の現像液や定着液が付着したときは、すぐに拭き取ってくださ

い。

フィルム現像用の現像液や定着液が付着すると、変色するおそれがあります。

• 清掃中は、面積線量計に湿気が入らないようにしてください。

清掃後は、乾かしてから、面積線量計を動作させてください。
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作業終了後、再び電源を投入するときは、以下の項目を確認してください。

• 装置に水や消毒剤が付着していないこと。

• 清掃、消毒作業に使用した道具が片付けられていること。

^参照 リファレンスガイド「起動と終了」

消毒作業後に電源を入れるときは、検査室内を十分に換気してください。

室内に引火性のガスが残留していると、電源を入れたときに発火、発煙、爆

発、感電を引き起こすおそれがあります。




